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セミナーのご案内 

 

腫瘍における 
progression history 

 
 谷田部 恭 部長  

愛知県がんセンター 遺伝子病理診断部 
 

谷田部部長は、肺癌の遺伝子変異について多くの手術検体を

もとに研究されています。EGFR の変異と Gefitinib の有効性

との相関を示した研究はたいへん有名です。 
Ref. Yasushi Yatabe. EGFR mutations and the terminal respiratory unit. Cancer 
Metastasis Review 29:23-26, 2010. 
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